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は し が き

阪南市 は北 に大 阪湾 を隔てて淡路 島 を望 み、南 は和 泉山脈 を越 えて和歌 山県 にいた る

大阪府下 で も自然豊 か な立地 に所在 してい ます。

高度成長期 に始 まった開発 の波 が 自然破壊 と共 に、多 くの遺跡 が消滅 してい く中で、

本市教 育委員会で は昭和60年 度 よ り国庫補 助 を受 けて発掘調査 を続 けて まい りま した。

その結果、 これまで に貴重 な資料 を得 るこ とが で き、地道 な作業 の積 み重 ねで、地域 に

新 しい歴史 の発見 が あ りま した。

本書 は平成25年 度 の国庫補助事業 として実施 した発掘調査概 要報 告書です。今後、多

方面 において、ご活用い ただける よう願 ってお ります。

最後 にな りましたが、発掘調査 にあた り、 ご協力 いただ きま した土地所有者並 び に関

係者各位 に対 しま して、厚 くお礼 申 し上 げます 。

平 成26年3月31日

阪 南 市 教 育 委 員 会

第1図 大阪府阪南市位置図



例 言

1.本 書 は、 阪南市教育委員会 が阪南市 内において実施 した、 阪南市埋蔵文化財

発掘 調査 概 要報告書 である。

2.調 査 は、平成25年 度 に国庫補助事業 と して計画実施 した。

3.現 地 にお ける調査 は、 阪南市教育委員会生涯学習部生涯学習推進室 田中早苗、

上野 仁 、大川 健(嘱 託)を 担当 とし、平成25年1月 か ら12月 にかけて行 った。

4.本 書内 で示 した標高 はT.P.(東 京湾平均海面)を 基準 と してい る。

5.発 掘調査 にあたっては土地所有者等、 関係者各位 の理解 と協力 を得 た。 ここに

記 して感 謝 の意 を表 したい。

6.土 層 の色調 は農林水産省農林水産技術 会議事務局監修、財 団法人 日本 色彩研 究

所色 票監修 小 山正忠 ・竹原秀雄編著 『新版標準土色帖』(2000年 版)を 使用 した。

7.本 書 にお け る記録 は実測 図、写真、 カラース ライ ド等で保存 し、当委員会 にて

保管 してい るので、広 く活用 され たい。

8.本 書 の執筆 、編集 は上記 の調査担 当者が行 った。

9.発 掘調査 お よび整理作業 に以下 の方 々の参加 を得 た。

根 無吉 隆、南 竹千代 、杉 田正千代 、古牧 敬、滑 田幸男、和 田旬 世、

井上祥子 、井上 進、 島田万 帆
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第1節 尾崎海岸遺跡

尾崎海岸遺跡 は阪南市北東部に位置 し、現海岸線 と浜街道 に挟 まれた東西約300m、 南北

約150mの 遺跡である。近世期 の尾崎村、現在の尾崎地区の中心地 とほぼ一致する。平成2

年度の住宅建築工事の折 に発見 された。その調査では砂地 に焼けた石が約3㎡ 四方に敷 き詰

められ、その上 に弥生時代終末期から古墳時代初頭 にかけての製塩土器や蛸壺等が多数散乱

する製塩遺構が検 出された。その後の調査では、近世期の生活雑器が多 く出土 しているもの

の、製塩関係の遺構 ・遺物は検出されていない。

第3図 尾崎海岸遺跡 調査区位置図 第4図 尾崎海岸遺跡12-4区 トレンチ位置図

(1)12-4区(第3～6図)

調 査 区 は尾 崎 海 岸 遺 跡 の北 部 に位 置 す る。

調 査 区 に1.5m×3.Omの トレ ンチ を設 定 し、

調 査 を実 施 した 。

基本 層序 は第1層 盛 土 、第2層 オ リー ブ褐 色

砂2.5Y4/3、 第3層 灰 黄 褐 色 礫 混 砂10YR4/2、

第4層 黄 褐 色 砂2.5Y5/3で 、 第4層 は地 山 で 第5図 尾崎海岸遺跡12-4区 トレンチ西側断面図

あるが、 トレンチ南部 は既設 の建物等 に よ り地 山 まで撹乱 を受

けていた。地 山 は地表面 か ら約 一1.00mで 検 出 した。

遺物 は第2・3層 か ら中世期 の土 師質真蛸壷、 陶器、近世瓦、

砥石が 出土 した。 出土遺物 よ り第2・3層 の時代 は近世期で あ

る。 また、第1層 か ら中世、近世 、近代 遺物 の他 、1の 弥生時

代 の真蛸壺 が出土 した。遺構 は検 出 され なかった。 第6図 尾崎海岸遺跡
12-4区 出土遺物
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第2節 尾崎清水遺跡

尾崎清水遺跡 は平成4年 度の民間開発工事

に伴 う事前調査で発見 された遺跡である。そ

の後の調査 では、遺物包含層から縄文時代晩

期か ら近世期の遺物や古墳時代中期の竪穴住

居が検出されている。また、平成23年 度の調

査では縄文時代の遺物 を含む河川が、古墳時

代 には湿地や居住地にな り、中世期 に入 ると 第7図 尾崎清水遺跡 調査区位置図

湿地部 は農地へ と整備 され てい くとい う変遷が明 らか となった。

(1)12-1区(第7～10図)

調査 区 は尾崎清水 遺跡 の北部 に位置す る。調査 区 に2ヶ 所 の トレンチ を設定 し、合 わせ て

10.14㎡ の調査 を実施 した。

基本層 序 は第1層 耕作 土 、第2層 床 土、第3層 暗褐色風化礫混土10YR3/3、 第4層 にぶ い

黄褐 色土10YR5/3、 第5層 オ リーブ色砂 混粘 質土5Y6/6、 第6層 オ リーブ褐色 礫混砂 質土

2.5Y4/3、 第7層 暗オ リーブ褐色砂 質土2.5Y3/3で 、 第5層 以下 は地山で ある。地 山 は地表

面 か ら約 一〇.35mで 検 出 した。

第8図 尾崎清水遺跡12-1区 トレンチ位置図
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遺物 は第3層 か らサヌ カイ ト片、須恵器 、黒色 土器 、瓦器 、土 師質土 器、製塩土器、土 師

質真蛸壼 ・飯蛸 壼、 中世瓦、第4層 か らサヌ カイ ト片 、縄文土器 、須 恵器、黒色土器、瓦器、

土 師質土 器、製塩土器が出土 した。第3・4層 の時代 は 中世期 であ る。1は 黒色土器椀 、2

・3は 瓦器椀 、4は 瓦器皿、5は 土 師質飯 蛸壼で、 第3層 か ら出土 した。6は 口縁 端部 にV

字刻 のあ る縄 文土器深鉢、7は 須恵器杯 身、8は 奈 良時代 の製塩土 器で、第4層 か ら出土 し

た。

遺構 は1ト レンチの地山面 で、 ピッ トを2基 検 出 した。 ピッ ト1は 直径0.30m以 上、深 さ

0.09mを 測 るが 、北部 は トレンチ外 である。埋土 は暗灰黄色土2.5Y4/2で あ る。 ピッ ト2は 直

径0.24m、 深 さ0.1:を 測 る。埋土 は ピ ッ ト1と 同 じであ る。 いずれの ピ ッ トか らも遺物 は

出土 してい ないが、時代 は中世期 も しくはそれ以前 と考 えられる。

今 回の試掘調査 の結果 を受 け、本調査 を行 うこ と とな った。

ピット2断 面図

AOA'
5

董 耕作土

2床 土

3暗 褐色風化礫 混土10YR3/3

4に ぶい黄褐色 土10YR5/3

5地 山:オ リー ブ色砂混粘砂質土5Y6/6

6地 山:オ リー ブ褐色礫 混砂質土2.5Y4/3

7地 山:暗オ リー ブ褐色砂質土2.5Y3/3

8ピ ッ ト:暗灰 黄色土2.5Y4/2

7m

第9図 尾崎清水遺跡12-1区 トレンチ平面 ・断面図

第10図 尾崎清水遺跡12-1区 出土遺物
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(2)13-1区(第7・11図)

調査 区 は尾崎清水遺跡 の中央部 に位 置

す る。調査 区に1.8m×4.Omの トレンチ

を設定 し、調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 盛土、第2層 耕作土、

第3層 褐色礫10YR4/4で 、第3層 は地 山

であ る。地 山 は地表面 か ら約 一1.10mで

検 出 した。

遺物は出土せず、遺構 も検 出されなかっ

た。

第11図 尾崎清水遺跡13-1区 トレンチ位置図
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第3節 鳥取 ・鳥取南遺跡

(1)13-1区(第12～14図)

調査 区 は鳥取 遺跡の西端部 と鳥取南遺跡 の

東端 部 にまたが る場所 に位置す る。調査 区 に

1.2m×2.lmの トレンチ を設定 し、調査 を実

施 した。

基 本層序 は第1層 盛土、第2層 耕作土 、第

3層 床土 、第4層 褐色砂 質土10YR4/4、 第5

層 黄褐色粘土10YR5/8、 第6層 オ リーブ褐 色

礫 混土2.5Y4/3で 、第6層 は地 山で あ る。地

山は地表面か ら約 一〇.50mで 検 出 した。

遺物 は第3層 か ら土 師質土 器が出土 したの

みで、第4・5層 は遺物 が出土 しなか ったた

め、時代 は不明 であ る。

遺構 は検 出 されなか った。

第12図 鳥取・鳥取南遺跡 調査区位置図

第13図 鳥取・鳥取南遺跡13-1区 トレンチ位置図

第14図 鳥取 ・鳥取南遺跡13-1区

トレンチ南側断面図
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第4節 鳥取南遺跡

鳥取南遺跡は、昭和63年 度に阪南町教育委員会(当時)が実施 した埋蔵文化財分布調査によっ

て発見された遺跡である。既往の調査では、弥生時代後期から中期にかけての遺構、遺物が

検出されているが、遺跡の詳細な性格 は現在のところ不明である。

第15図 鳥取南遺跡 調査区位置図 第16図 鳥取南遺跡13-1区 トレンチ位置図

(1)13-1区(第15～18図)

調査 区 は鳥取南 遺跡 の中央部 で、佐智 川 の右岸 に位置す る。調査 区 に3ヶ 所の トレンチ を

設定 し、合 わせ て6.53㎡ の調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 耕作 土、第2層 床 土、第3層 明黄褐色 土10YR6/6、 第4層 オ リーブ褐色

粘質土2.5Y4/4、 第5層 マ ンガ ン混 じりの黄褐色粘質土10YR5/6、 第6層 にぶい黄橙 色粘質土

10YR6/4、 第7層 灰黄褐色粘土10YR6/2で 、第7層 は地山である。2・3ト レンチで は第4層

が存在 しなか った。

2ト レンチ 東側断面 図

_11,2

撹乱
313 .80m

5
5

L.J

1耕 作 土

2床 土

3明 黄褐色土10YR6/6

4オ リー ブ褐色粘質土2.5Y4/4

5黄 褐色粘質土(マ ンガ ン混)10YR5/6

6に ぶい黄橙色粘質土10YR6/4

7地 山:灰黄褐色粘土10YR6/2

8溝:黄 褐色砂質土2.5Y5/3

第17図 鳥取南遺跡13-1区 トレンチ平 面 ・断 面 図
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遺物 は第3層 か ら土 師器、須 恵器、黒色土器 、瓦器、土 師

質土器、土 師質真 蛸壺 、第4層 か ら須 恵器 、瓦器 、土 師質土

器、第5・6層 か らそれぞれ土師器、須恵器 、黒色 土器、瓦

器、土師質土器 、製塩土器 が出土 した。 いずれ も中世期 の包

含層 であ る。1は 須 恵器杯 身で第6層 か ら出土 した。

第18図 鳥取南遺跡13-1区
出土遺物

遺構 は第5層 上 面 で溝 を1条 検 出 した。長 さ0.50m以 上、幅0.24m、 深 さ0.04mを 測 る。

埋 土 は黄褐色砂 質土2.5Y5/3で 、遺物 は出土 しなか ったが、 中世期 の溝 と思 われる。

今 回の試掘調査 の結果 を受 け、本調査 を行 うこと となった。

(2)13-2区(第15・19～22図)

調査 区 は鳥取南遺跡 の

南部 に位 置 し、東 と北側

の約50mの 付 近 を佐智 川

がほぼ直角 に曲が って流

れる。

調査 区 に8ヶ 所 の トレ

ンチ を設定 し、合 わせ て

28.13m2の 調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 盛土、

第2層 耕作 土、第3層 床

土 、第4層 灰褐 色砂質土

7.5YR6/2、 第5層 褐 灰

色土10YR6/1、 第6層 に

ぶい黄橙 色土10YR6/4、

第7層 マ ンガン混 じ りの

にぶい黄色土2.5Y6/3、

第8層 マ ンガ ン混 じ りの

暗 オ リー ブ褐 色 粘 質 土

2.5Y3/3、 第9層 マ ン

ガ ン混 じ りの黄褐色粘土

10YR5/6、 第10層 褐色礫

混 土7.5YR4/4、 第11層 第19図 鳥取南遺跡13-2区 トレンチ位置図
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1盛 土9地 山 黄褐色 粘土(マ ンガ ン混)tOYR5/6

2耕 作 土10地 山 褐色礫混 土 フ.5YR4/4

3床 土it地 山 黄褐色礫 混土10YR5/6

4灰 褐 色砂 質t7.5YR6/212地 山 明褐色 粘土 フ.5YR5/6

5褐 灰 色土10YR6/114土 坑2:黒 褐 色風化 礫混粘土7.5YR3/1

6に ぶい黄橙色土10YR6/415土 坑3:暗 褐 色風化 礫混粘質土10YR3/3

7に ぶい黄色土(マ ンガン混)2.5Y6/3

8暗 オ リー ブ褐色 粘質土(マ ンガン混)2.5Y3/3
01m一

第20図 鳥取南遺跡13-2区 トレンチ平面 ・断面図
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第21図 鳥取南遺跡13-2区 トレンチ平面 ・断面図

黄褐 色 礫 混 土10YR5/6、 第12層 明褐 色 粘 土7.5YR5/6、 第13層 オ リー ブ褐 色 礫 混 土2.5Y4/6で

あ る。 第9～12層 は地 山で あ る。1ト レ ンチ で は第5層 、2ト レンチ で は 第4層 、3ト レン

チ で は第7層 、4・5ト レ ンチ で は第4・7層 、6ト レ ンチ で は 第4・7・8層 が存在 せ ず 、

7・8ト レンチ で は第3層 よ り下 は地 山 で あ る。 地 山 は地 表面 か ら約 一〇.25～0.80mで 検 出

し、 調 査 区 北 部 は南 部 に比 べ 、約0.30m低 い 。

遺 物 は 第4～8層 か ら須 恵 器 、瓦 器 、土 師 質 土 ・器 が そ れ ぞ れ 出 土 し、 そ れ 以 外 に第4層 で

は瓦 質 管 状 土 錘 、 第5層 で は瓦 質 土 器 、 製 塩 土 器 、 第6層 で は土 師器 、土 師 質 真 蛸壺 、 陶器 、

第7層 で は片 岩 、 土 師 器 が 出土 した 。1は 須 恵 器 杯 身 で 第6層 か ら出 土 した。 第6層 か ら近

世 陶 器 が 出 土 して い る た め第4～6層 は 近 世 期 、第7・8層 は 中世 期 の包 含 層 で あ る。

遺 構 は 第6層 上 面 で 溝 を13条 、 第8層 上 面 で土 坑 を1基 、 地 山面 で 土 坑 を3基 検 出 した。

溝1～6は1ト レンチ の 第6層 上 面 で検 出 した。 長 さ0.20～0.75m以 上 、幅0.15～0.20m、

深 さ0.03mの 東 西 方 向 の溝 で あ る。埋 土 は第4層 と同 じで 、 溝1か ら土 師 器 、溝6か ら黒 色

土 器 が 出 土 した。 第4層 が 近 世 期 の 包含 層 の た め 、 そ の時代 の鋤 溝 と思 わ れ る。

溝7～13は3ト レ ンチ の第6層 上 面 で検 出 した 。 溝7は 長 さ1.20m以 上 、 幅0.45m以 上 、

深 さ0.04mで あ る。 溝8～13は 長 さ0.15～1.45m以 上 、 幅0.10～0.30m、 深 さ0.03mの 東 西

方 向 の溝 で あ る。 埋 土 は いず れ も第5層 と同 じで 、 溝7か ら土 師器 、 須 恵 器 、溝8か ら土 師

質 土 器 、溝9か ら瓦 器 、X10か ら瓦 器 、 土 師質 土 器 、f13か ら瓦 器 が 出土 した 。 第5層 が 近

世 期 の包 含 層 の た め、 そ の時 代 の 鋤溝 と思 わ れ る。
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土坑1は2ト レ ンチ の第8層 上面 で検 出 した。 東西1.10m以 上 、南北1.10m以 上 、深 さ

0.08mを 測 る。埋土 は第7層 と同 じで、遺物 は出土 していないが、層序 によ り中世期 の遺構

と思 われ る。

土坑2は2ト レンチ の地 山面 で検 出 した。東西0.70m以 上 、南北1.10m以 上、深 さ0.60m

である。埋 土は黒褐 色風化礫混粘土7.5YR3/1で 、土 師質土 器が出土 した。 中世期 の土 坑 と思

われ る。

土坑3は4ト レンチ の地 山面 で検 出 した。東西1.00m以 上 、南北1.10m以 上、深 さ0.18m

である。埋 土 は暗褐色風化礫混粘質土10YR3/3で 、弥生土器、土師器、須恵器、奈 良時代 の製

塩土器、ス サ入 り焼土塊が 出土 した。2は 土師器 の杯 、3～6は 須恵器で、3・4は 杯 蓋、

5・6は 杯 身であ る。奈 良時代 の遺構 と思 われ る。

土坑4は6ト レンチの地 山面 で検 出 した。東西1.20m、 南 北1.20m以 上、深 さ0.15mを 測

る。埋 土 は上層が第5層 、下層 が第6層 と同 じである。遺物 は上層 か ら須恵器が 出土 したが、

層序 に よ り近世期 の遺構 と思 われ る。

今 回の試掘 調査 の結果 を受 け、本調査 を行 うこととなった。

一
第22図 鳥取南遺跡13-2区 出土遺物
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第5節 西 鳥取 遺 跡

西鳥取遺跡は市域の東西 に広がる平

野部のほぼ中央部 に位置する。昭和63

年度 に阪南町教育委員会(当時)が行っ

た埋蔵文化財分布調査 によって発見 さ

れた。その後、30数 件の調査が行われ

てお り、中世期 の流路 と考えられる遺

構やその時代の遺物が検出されている

が、調査はすべ て小規模なもので、遺

跡の詳細 は現在 のところ不明である。

(1)13-1区(第23～26図)

調査 区は西鳥取遺跡 の南部 に位置す

る。調査 区 に2.Om×3.Omの トレンチ

を設 定 し、調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 耕作土、第2層 に

ぶ い黄橙色砂 質土ユOYR7/4、 第3層 灰

黄褐色砂 質土10YR5/2、 第4層 にぶ い

黄褐色粘 質土10YR5/4、 第5層 明褐色

粘 質土7.5YR5/8で 、 第5層 は地 山 で

あ る。 地 山 は地 表 面 か ら約 一〇.60m

で検 出 した。

第23図 西鳥取遺跡 調査区位置図

第24図 西鳥取遺跡13-1区 トレンチ位置図

遺物 は第2層 か ら土師質真蛸壷、磁器 、第3層 か ら

土師 質土器 、第4層 か ら土師質土器、土 師質管状 土錘

が 出土 した。1は 磁 器椀 で第2層 か ら、2は 土師質管

状土錘 で、第4層 か ら出土 した。時代 は第2層 が近世

期、 第3・4層 は中世期 である。

冖軍1、
十

l°cmO2

第26図 西鳥取遺跡13-1区

出土遺物
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t耕 作土

2に ぶ い黄橙 色砂 質土10YR7/4

3灰 黄褐色砂 質土tOYR5/2

4に ぶ い黄褐色 粘質土10YR5/4

5地 山:明褐色 粘質土7.5YR5/8

第25図 西鳥取遺跡13-1区 トレンチ平面 ・断面図

遺 構 は地 山面 で溝 を2条 検 出 した。 溝1は 長 さ1.06m以 上 、 幅0.30m、 深 さ0.04mで 、2

は長 さ0.73m、 幅0.25m、 深 さ0.02mで あ る。埋 土 はいず れ も第4層 の黄褐 色粘 質土10YR5/4で 、

遺 物 は 出土 しな か っ たが 、 中世 期 の遺 構 と思 われ る。

(2)13-2区

(第23・27・28図)

調査 区は西 鳥取 遺跡

の南部 に位置す る。調

査 区 に5ヶ 所 の トレン

チ を設定 し、合 わせ て

40.80m2の 調査 を実 施

した。

基本層序 は第1層 耕

作 土、第2層 床 土、 第

3層 橙色土7.5YR6/6、

第4層 にぶ い黄褐 色砂

質土10YR5/3、 第5層

黄褐色粘質土10YR5/8、

第6層 オ リー ブ褐 色

第27図 西鳥取遺跡13-2区 トレンチ位置図
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1耕 作土

2床 土

3橙 色土7.5YR6/6

4に ぶ い黄褐色砂質土10YR5/3

5黄 褐色粘質土10YR5/8

6オ リーブ褐色砂質土2,5YR4/4

7褐 色砂質土10YR4/6

8地 山:明黄褐色粘質土2.5Y6/8

9地 山:明赤褐色粘土2.5YR5/8

第28図 西鳥取遺跡13-2区 1ト レンチ北側断面図

砂 質土2.5Y4/4、 第7層 褐 色砂 質 土10YR4/6、 第8層 明黄 褐 色 粘 質 土2.5Y6/8、 第9層 明赤 褐

色 粘 土2.510YR5/8で 、 第8層 以 下 は 地 山 で あ る。

2ト レ ンチ で は 第3・4層 、3ト レ ンチ で は第4・5層 、4ト レ ンチ で は第4～6層 が 、

南 部 の5ト レ ンチ で は 第4～7層 が存 在 しな い。

遺 物 は第6層 か ら陶器 、磁 器 、近 世 土 師質 の湊 焼 が 出 土 したが 、 い ず れ も小 片 の た め 図化

で きなか っ た。 近 世 期 の包 含 層 で あ る。 他 の層 か ら は遺 物 が 出土 しなか っ た た め、 第6層 以

外 の 時代 は不 明 で あ る。

地 山高 が 南 部 の5ト レ ンチ でT.P+16.20m、 北 部 の1ト レ ンチ でT.P.+15.40mと な り、

南 北 の 高 低 差 が 約0.80m以 上 で あ る こ と を、今 回 の調 査 で確 認 で きた。
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第6節 向出遺跡

第29図 向出遺跡 調査区位置

の靉瓢 鞭繍飜羈崖
段丘 とその氾濫原 に位置する。昭和62年 度 に

阪南町教育委員会(当時)が行った埋蔵文化財

毳灘 二讌奮髪纛讚琵欝
き く、遺跡 の北 部 は調査 件数が少 ないため詳

細 は不 明であ るが、 中央部 で行 った00-2区 と

06-1区 の調査 で は、 古 墳 時代 中期 の 竪穴住

居 が各1棟 確 認 された。南部 では、平 成9年

に(財)大 阪府文化 財 セ ンター(当 時)が 行 った

国道26号 線(第2阪 和 国道)延 長工事 に先立つ

事 前調査 で、縄文 時代後期 か ら晩期 の西 日本

最大級 の土坑墓群 が検 出 されてい る。

また、遺 跡の南部 か らは中世瓦が出土 してい る ものの、寺 院等 に関連す る遺構 は、現在 の

ところ確認 され ていない。

第30図 向出遺跡13-1区 トレンチ位置図
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(1)13-1区(第29～32図)

調査 区は向出遺跡 の 中央部 に位 置す る。調査 区 に1.3m×2.5mの トレンチ を設定 し調査 を

実施 した。

基本層 序 は第1層 盛土 、第2層 暗褐色砂 質土10YR3/4、 第3層 暗褐色風化礫混土10YR3/3、

第4層 黄褐色礫 混土10YR5/6、 第5層 にぶい黄褐色礫 混土10YR4/3で 、第5層 は地 山であ る。

地 山は地表面 か ら約 一〇.80mで 検 出 した。

遺物 は第2層 か ら出土 してい ないが、 隣接 す る既 往調査 の08-3区 では、同 じ暗褐色砂 質土

10YR3/4か ら土 師器 、須 恵器、瓦器等が 出土 してお り、第2層 は中世期 の包含層 と考 え られ

る。第3層 か ら黒色土 器、土師質土器、第4層 か ら須恵器が 出土 している。 この第3・4層

は既往調査 であ る88-1、08-3、10-1、12-3区 で確認 された中世期 の溝 の埋土 に該 当す る こ と

か ら、 トレンチ全体 が溝の 中に位置す る と考 え られ る。1は 黒色土器椀 で、第3層 か ら出土

した。

そ の他 に遺構 は検 出 され なかった。

20.50m

第31図 向出遺跡13-1区 トレンチ東側断面図

1盛 土

2暗 褐色砂質土10YR3/4

3暗 褐色風化礫 混土10YR3/3

4黄 褐色礫混土10YR5/6

5地 山:に ぶい黄 褐色礫混土10YR4/3

OlOcm
一

第32図 向出遺跡13-1区

出土遺物
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第7節 自然田遺跡

自然田遺跡は男里川の支流である菟砥川の

右岸 に位置 し、昭和61年 度の民間開発工事に

伴 う事前調査で発見 された。その調査で遺構

は検出 しなかったが、サヌカイ ト製のナイフ

形石器や中世期の遺物が出土 した。その後の

遺跡北部の調査 で も、中世期か ら近世期の遺

物が若干出土 しているが、遺構の検出には至っ

ていない。遺跡南部の調査では、弥生時代後

期や古墳時代中期の竪穴住居を検出 している。

当遺跡の南側丘陵には、古墳時代終末期 に造

営 された玉田山古墳群が所在 し、被葬者の居

住地が周辺 に位置すると想定するが、同時期

の集落跡 は検出されていない。

第33図 自然田遺跡 調査区位置図

第34図 自然田遺跡13-1区 トレンチ位置図

(1)13-1区(第33～35図)

調 査 区 は 自然 田遺 跡 の南 部 に位 置 す る 。調

査 区 に1.4m×3.Omの トレ ンチ を設 定 し、調

査 を実 施 した 。

基 本 層 序 は第1層 盛 土 、 第2層 耕 作 土 、 第

3層 床 土 、 第4層 灰 オ リー ブ色 粘 質土5Y5/2、

第5層 黄 褐 色 砂 混 粘 質土10YR5/6、 第6層 橙

色 粘 質 土7.5YR6/8で 、 第6層 は 地 山 で あ る。

地 山 は地 表 面 か ら約 一1.40mで 検 出 した 。 い

ず れ の層 か ら も遺 物 は 出土 しなか っ た。

遺 構 は 第5層 上 面 で ピ ッ トを1基 、溝 を1

条 検 出 した 。 ピ ッ トは直 径0.25m、 深 さ0.14

mで 、溝 を切 っ て い る。埋 土 は灰 オ リー ブ色

礫 混 粘 土5Y5/2で あ る 。 溝 は 長 さ1.IOm以

3

第5層 上面

ピッ ト 断面 図

A

で
8

i盛 土

2耕 作土
35・00m3床 土

A'4灰 オリー ブ色粘質土5Y5/2

5黄 褐色砂混粘質土10YR5/6

6地 山:橙色粘質土7.5YR6/8

7ピ ッ ト:灰オリーブ色礫 混粘土5Y5/2
11m8溝:明 褐色風化砂礫混粘 質土7.5YR5/6

第35図 自然 田 遺 跡13-1区 トレ ンチ 平 面 ・断 面 図

上 、幅1.29m、 深 さ0.15mを 測 り、埋 土 は明褐 色 風 化 砂 礫 混 粘 質 土7.5YR5/6で あ る。 いず れ

の遺 構 か ら も遺 物 は出土 しな か っ た。
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第8節 貝掛遺跡

貝掛 遺跡 は本 市の 中央部 を流れ る釈迦坊 川

と花折 川 に挟 まれた、南北 に長い谷 に位置 す

る。昭和61年 度 に阪南 町教 育委員会(当 時)が

行 った86-1区 の調査 で は、 中世期の溝が数条

検 出 された他 、縄 文時代 のサ ヌカイ ト製石槍

や石鏃 、土 師器、須恵器、瓦器、近世陶磁器

等 、様 々な時代 の遺物が確 認 されてい る。 同

じ く昭和61年 に(財)大 阪府 埋 蔵 文 化財 協 会

(当時)が 実施 した調査 では、近世期 の建物跡

が確認 され、文 献や絵 図等 に記載 され てい る

同時代 の集落 「舞村」 の存在が裏付 け られた。

また、平成 元年度 に阪南 町教育委員 会(当 時)

が行 った89-3区 の調査 で は、7世 紀前半 の建

物跡 を検 出 した他 、土坑か ら金銅製耳環 、奈

良三彩 の八 曲長杯 等、特異 な遺物が 出土 して

い る。

(1)13-2区(第36～39図)

調 査 区 は貝掛 遺跡 の北部 に位 置 す る。 調

査 区 に7ヶ 所 の トレ ンチ を設定 し、 合 わせ

て19.71m2の 調査 を実施 した。

基本層序 として共通 してい るの は第1層 耕

作 土 と第2層 床 土のみで、第3層 以下 の堆積

は調査 区の東部 に設定 した1～3ト レンチで

は一部 同 じであ る。

遺物 はマ ンガ ン混 じ りの灰 オ リーブ色砂 質

土5Y5/2か ら須恵器、瓦器、土師質土器、マ ン

ガ ン混 じ りの暗灰黄色砂 混粘質土2.5Y5/2か

ら土 師器、須恵 器、土師質土器、製塩土器 、
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第36図 貝掛遺跡 調査区位置図

第37図 貝掛遺跡13-2区 トレンチ位置図



灰黄色砂 混粘 質土2。5Y6/2か ら土 師器 、土師 質土器 、灰 白色砂5Y7/2か ら土 師器 、須恵器 、

土 師質土 器 、 灰 色砂 混粘 質土7.5Y6/1か ら片岩 、土 師器 、須 恵 器、製塩 土器 が 出土 した。

いず れ も中世期 の層 であ る。それ よ り下 は無遺物層 であ ったが、調査 区は谷状地形 の急斜 面

に位 置 して お り、 幾 度 も崩 落 が繰 り返 された後 に整 地 した と思 われ、本来 の地 山 とは考 え

られ ない。

1～5は 須恵器 で、1・2は 杯蓋、3は 杯 身、4・5は 壺 で、 いず れ も1ト レンチの灰 色

砂混 粘質土7.5Y6/1か ら出土 した。

今 回の試掘調査 の結 果 を受 け、本調査 を行 うこ ととなった。

1ト レンチ 西側 断面 図 2ト レンチ 東側断面 図

1耕 作 土

2床 土

3灰 オ リー ブ色砂質 土(マ ンガ ン混)5Y5/2

4暗 灰 黄色砂 混粘質 ±(マ ンガ ン混)2.5Y5/2

5灰 色砂混粘 質土7.5Y6/1

6灰 黄褐色風 化礫混 粘質土10YR6/2

7明 黄褐色粘 土10YR6/6

8灰 黄色砂 混粘質土2.5Y6/21

9に ぶい黄橙色風化礫混 粘質土10YR7/3

10灰 白色砂5Y7/2

11明 褐灰 色砂混粘質 土7.5YRフ/2

12褐 灰色砂混粘土7.5YR6/1

13褐 灰色 粘質土7.5YR6/1

第38図 貝掛遺跡13-2区 トレンチ断面図

i

第39図 貝掛遺跡13-2区 出土遺物
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第9節 箱作今池遺跡

箱作今池遺跡は阪南市の北西部 に位置 し、茶屋川 とその支流である飯 ノ峯川が形成する扇

状地に位置する。平成5年 に(財)大阪府文化財調査研究センター(当時)が区画整理事業に伴っ

て行 った遺跡南部での調査 により奈良時代 に掘立柱建物群が築造 され、室町時代 には大規模

な土地改変で耕地化 されたことが分かっている。北部 は海岸線 に近いことか ら中世期の蛸壼

をは じめ とする漁具が出土 してお り、漁労集落の存在が想定 されるものの、旧市街のために

調査例は少 な く、現在のところ遺跡の詳細 は不明である。

第40図 箱作今池遺跡 調査区位置図

(1)12-4区(第40～42図)

調査区は箱作今池遺跡の北東部 に位置する。

調査 区に1.3m×2.5mの トレンチ を設定 し、

調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 盛土、第2層 黒褐色砂質

土10YR3/1、 第3層 マンガン混 じりの黄褐色

土10YR5/6で 、第3層 は地山である。地山は

地表面か ら約 一〇.65mで 検出 した。

遺物は出土せず、遺構 も検 出されなかった。

第41図 箱作今池遺跡12-4区 トレンチ位置図

1盛 土

2黒 褐 色砂質土10YR3/1

3地 山:黄褐色土(マ ンガ ン混)10YR5/6

0

第42図 箱 作 今 池 遺 跡12-4区
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(2)12-5区(第40・43図)

調査 区は箱作 今池遺跡 の北東部 に位置 す

る。調 査 区 に3ヶ 所 の トレンチ を設定 し、

合 わせ て12.80m2の 調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 盛土、第2層 マ ンガ ン

混 じ りの黄褐 色土10YR5/6で 、 第2層 は地

山で ある。

いずれの トレンチか らも遺物 は出土せず、

遺構 も検 出 され なかった。

第43図 箱作今池遺跡12-5区 トレンチ位置図

(3)13-1区(第40・44～46図)

調査 区は箱作今池遺跡 の西部 に位置す る。

1.3m×2.4mの トレンチ を設定 し、調査 を

実施 した。

基本層序 は第1層 盛土 、第2層 耕作土 、

第3層 床土 、第4層 マ ンガ ン混 じりの黄褐

色砂 質土2.5Y5/4、 第5層 にぶ い黄褐色砂

質土10YR5/3、 第6層 褐色粘質土7.5YR4/3、

第7層 暗灰 黄色 礫混土2.5Y5/2で 、第7層

は地 山で あ る。地 山は地表 面か ら約 一〇.80

mで 検 出 した。

遺物 は第4層 か らサヌ カイ ト片 、須恵器、

瓦器 、土 師 質土 器、土師質管状土錘、第5

層 か らサ ヌ カイ ト片、須 恵器、黒色土器 、

瓦器 、土師 質土 器、製塩土器 、第6層 か ら

土 師器、須 恵器 、黒色土器、土 師質土器 、

製塩土器が出土 した。第4・5層 は中世期、

第6層 は平安 時代 と思 われる。1は 土 師質

管状土錘、2は 須 恵器杯身、3は 土師質椀 、

4は 奈良時代 の製塩土器 で、1は 第4層 、

2は 第5層 、3・4は 第6層 か ら出土 した。

第44図 箱作今池遺跡13-1区 トレンチ位置図

第45図 箱作今池遺跡13-1区 トレンチ平面 ・断面図
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遺構 は地山面 で土坑 を1基 検 出 した。東西1.30m以 上 、南 北0.90m以 上、深 さ0.46mを 測

るが、大半 は トレンチ外のため、詳細 な大 きさは確認で きない。埋土 は暗褐色粘質土10YR3/4で 、

遺物 は出土 しなか った。平安 時代 もしくはそれ以前 の遺構 と思われ る。

第46図 箱作今池遺跡13-1区 出土遺物
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第10節 田山東遺跡

田山東遺跡は昭和63年 度 に阪南町教育委員

会(当時)が行った埋蔵文化財分布調査 によっ

て発見 された。その後の既往調査 では、土錘

や蛸壺等の漁労関連遺物や中国製の青磁や白

磁等の輸入陶磁器が出土 しているものの、遺

跡の詳細 な性格は不明である。 しか し、当遺

跡の西側 に隣接 している田山遺跡でも同様の

遺物が数多 く出土 してお り、当時中国との貿

易に何 らかの関係があったものと推測 され、

単なる漁労関連集落にはとどまらないであろ

うと思われ る。また、平成6年 度、平成25年

度の調査で中世期 の土師質真蛸壷焼成遺構が

検出されていることが特筆 される。特 に平成

25年度の調査では8基 の窯が検出された。 第47図 田山東遺跡 調査区位置図

(1)12-8区(第47～50図)

調査 区は 田山東遺跡 の西部 に位 置す る。調査 区に1.6m×2.7mの トレンチ を設定 し、調査

を実施 した。

基本層序 は第1層 盛土 、第2層 耕 作土 、第3層 床土 、第4層 マ ンガ ン混 じ りの灰黄褐 色砂

質土10YR4/2、 第5層 明黄褐色 粘質土10YR6/6で 、第5層 は地 山で ある。地 山 は地表 面か ら

約 一〇.65mで 検 出 した。

遺 物 は第4層 か ら片 岩、瓦器、土 師質土器 、瓦 質土器、陶器 、土 師質真蛸壺 が出土 した。

1・2は 瓦器椀 、3・4は 土 師質小 皿、5は 土 師質真 蛸壷で ある。

既往調査 の12-2区 では、第4層 は南か ら北へ広 が る近世期 の落 ち込み のため、 トレンチ全

体 が落 ち込 みの 中であ る と思 われる。

遺構 は地 山面 で ピッ ト3基 と落 ち込 み を検 出 した。

ピッ ト1は 直径0.28m、 深 さ0.11mを 測 るが、東部 は トレンチ外 であ る。遺物 は出土 しな

か った。

ピッ ト2は 直径0.30m、 深 さ0.151nを 測 る。遺物 は瓦器 が出土 した。

ピ ッ ト3は 直径0.22rn、 深 さ0.15mを 測 る。遺物 は出土 しなか った。
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ピ ッ トの埋 土 はいずれ もマ ンガ ン混 じ りの暗灰 黄色砂 質土2 .5Y5/2で 、 中世期 の遺 構 と

思 われ る。

13-2G

13-1堅

。ンチ∠7 0、謹

'1

010m一

第48図 田 山東 遺 跡12-8区 ・13-1区 ・13-2区 トレ ンチ 位 置 図
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1盛 土

2耕 作土

3床 土

4灰 黄褐色砂質土(マ ンガン混)10YR4/2

5地 山:明黄褐色 粘質土10YR6/6

6ピ ッ ト:暗灰黄色砂 質土(マ ンガ ン混)2.5Y5/2

7落 ち込 み:灰色砂 質土(マ ンガ ン混)5Y5/1

第49図 田 山 東 遺 跡12-8区 トレ ンチ 平 面 ・断 面 図

第50図 田山東遺跡12-8区 出土遺物

落 ち込み は トレンチ中央部 か ら北方 向へ下が り、埋 土 はマ ンガ ン混 じ りの灰 色砂 質土5Y5/1

で、遺物 は瓦器 、 白磁 、土 師質土器、土 師質真蛸壷 、 中世瓦が 出土 した。6～8は 瓦器椀、

9は 土 師質小 皿 、10は 白磁 の椀、11は 土 師質真蛸壺 であ る。 中世期 の落 ち込 みであ る。
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(2)13-1区(第47・48・51・52図)

調査 区は田山東遺跡 の西部 に位 置す る。調査 区 に1.3m×2.2mの トレンチ を設定 し、調査

を実施 した。

基本層 序 は第1層 盛土、第2層 耕作土 、第3層 マ ンガン混 じりの明黄褐色粘質土10YR6/6、

第4層 明黄褐色礫混粘質土10YR6/6で 、第3層 以下 は地山である。地 山は地表面か ら約 一〇.25m

で検 出 した。

遺構 は地 山面 で東方 向へ 下が る落 ち込み を検 出 した。埋 土 は上層 が灰褐色砂質土7.5YR6/2

で、遺物 は土 師質土 器、瓦質土 器、陶器 、土 師質真蛸 壼 が出土 した。1は 備 前焼 の擂鉢 で15世 紀

の もの、2は 見込み蛇 ノ目釉剥 ぎの陶器皿 である。下層 の埋土 は黄褐色砂混粘質土2.5Y5/3で 、

遺物 は瓦器 、土 師質真蛸壷 が出土 した。

この落 ち込 みの上層 は、既往 調査 であ る12-2区 の調査 で確 認 した近世期 の落 ち込み と同一

で、2の 陶器皿 もその調査 で出土 した陶器皿 と同一 個体で あった。下層 の時代 は中世期 と思

われ る。

1盛 土

2耕 作土

3地 山:明黄褐 色粘質土(マ ンガン混)

10YR6/6

4地 山:明黄褐 色礫混粘質土10YR6/6

5落 ち込み:灰褐色砂質土7.5YR6/2

6落 ち込 み:黄褐色砂混粘質土2.5Y5/3

第51図 田 山東 遺 跡13-1区 トレ ンチ 平 面 ・断 面 図

oion
L1

第52図 田山東遺跡13-1区 出土遺物
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(3)13-2区(第47・48・53図)

調査 区は 田山東遺跡 の西部 に位置す る。

調査区 に1.7m×2.5mの トレンチ を設定 し、

調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 盛土 、第2層 床土 、第

3層 褐色粘 質土10YR4/6、 第4層 マ ンガ ン

混 じりの明黄褐色粘 質土10YR6/6で 、第4

層 は地 山である。地山は地表面か ら約 一〇.35

mで 検 出 した。

遺物 は第3層 か ら瓦器、土 師質土器 、瓦

質土器、スサ入 り焼土塊が 出土 した。

第3層 は既往調査 の12-2区 で確認 され た

中世期 の落 ち込 み と同一で あ り、 トレンチ

全体が落 ち込 み の中 と思 われ る。

その他 の遺構 は検 出 されなか った。

(4)13-3区(第47・54～56図)

調査 区は 田山東遺跡 の東部 に位 置す る。

調査区 に1.5m×2.7mの トレンチ を設定 し、

調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 耕作土 、第2層 床土 、

第3層 灰 黄褐色砂 質土10YR5/2、 第4層 黄

褐 色礫混土2.5Y5/3、 第5層 灰 オ リーブ色

礫混粘質土5Y4/2、 第6層 オ リーブ褐色礫

混粘質土2.5Y4/4で 、第6層 は地山である。

地山は地表 面か ら約一1.00mで 検 出 した。

遺物 は第4層 か ら土 師質土器 、第5層 か

ら土 師質真蛸壺 、土 師質管状土錘 、 中世瓦

が出土 した。第4・5層 の時代 はいずれ も

中世期 と思 われ る。1は 土 師質真 蛸壷、2

・3は 土 師質管状土錘 で、いずれ も第5層

か ら出土 した。

第53図 田山東遺跡13-2区 トレンチ西側断面図

第54図 田山東遺跡13-3区 トレンチ位置図

第55図 田山東遺跡13-3区 トレンチ北側断面図
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遺構 は検 出 されなか った。

(5)13-4区(第47・57～59図)

調査 区 は田山東遺跡 の南部 に位置す

る。調査 区 に1.2m×3.Olnの トレンチ

を設 定 し、調査 を実施 した。

基本 層序 は第1層 耕 作 土、第2層 床

土、第3層 にぶい黄褐色砂質土10YR5/3、

第4層 褐 色砂質土7.5YR4/6、 第5層 マ

ンガ ン混 じりの黄褐色粘質土2.5Y5/3、

第6層 にぶい黄色砂混粘質土2.5Y6/4で 、

第6層 は地 山で ある。地 山は地表面 か

ら約 一〇.80mで 検 出 した。

遺物 は第3層 か ら土 師質土器 、第4

層 か ら土 師器、須恵器、瓦器 、土 師質

土器 、土 師質真 蛸壺、第5層 か ら土 師

器が 出土 した。第3・4層 の時代 は中

世期 、第5層 は奈良時代 と思 われる。

1は 須恵器杯 身、2は 瓦器椀 で、 いず

れ も第3層 か ら出土 した。

遺構 は検 出 され なか った。

0

第57図 田山東遺跡13-4区 トレンチ位置図

1,ノ

1 i

第58図 田山東遺跡13-4区 トレンチ東側断面図

ion

第59図 田山東遺跡13-4区 出土遺物
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第11節 田山遺跡

田山遺跡 は北 を大阪湾に面 し、南 には和泉

山脈が迫 る東西 に細長い低台地に広がる弥生

時代か ら中世期 にかけての複合集落遺跡であ

る。昭和52年3月 に大阪府教育委員会よ り発

行 された大阪府文化財分布図に記載されている。

昭和55年 度 に行 われた(財)大 阪文化財セ ン

ター(当時)の調査では、縄文時代から近世期

までの遺物が出土 しているが、なかで も奈良

時代か ら中世期の遺構、遺物が田山遺跡の特

徴 を顕著にあらわ している。その調査 により

奈良時代の集落の存在が確認 され、同時代の

一般的な遺物の他 に、煎熬工程 と固形塩製造

工程 に使われた製塩土器や円面硯、墨書土器、

摶状遺物等の出土により、塩の製造から配送

を行った基地 としての性格 を持つ集落が推定

される。海岸線近 くでは中世期の住居跡 とと

もに、蛸壼や土錘 を焼成 した窯跡 と思われる

土坑が検出されている。 また、輸入陶磁器の

出土が多いことも特筆 される。

第60図 田山遺跡 調査区位置図

(1)12-1区(第60～63図)

調査 区は 田山遺跡 の東部 に位 置す る。調査

区 に1.4m×3.Omの トレンチ を設定 し、調査

を実施 した。基本層序 は第1層 盛 土、第2層

耕作土 、第3層 床土 、第4層 マ ンガ ン混 じ り

の黄褐色砂 質土2.5Y5/3、 第5層 マ ンガ ン混

じりの灰黄色砂質土2.5Y6/2、 第6層 灰 オ リー

ブ色砂礫 混粘 質土5Y5/2、 第7層 マ ンガ ン混

じりの灰 黄褐 色粘 質土10YR6/2で 、第7層 は

地山であ る。地 山 は地表面か ら約 一1.20mで
第61図 田 山遺 跡12-1区 ト レ ンチ位 置 図
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第62図 田 山 遺 跡12-1区 トレ ン チ 平 面 ・断面 図

検 出 した。

遺物 は第4層 か ら土 師質土器 、第5層 か ら須恵器 が 出土 した。

第4層 は遺物が小片 の為 、時代 の特定 は困難 であるが 中世期、第

5層 は7～8世 紀 頃 と考 え られ る。第6層 か らは遺 物が 出土 しな

か った ため、時代 は不 明であ る。

遺構 は第4層 上面 で土坑 を1基 検 出 した。東西0.40m以 上、南

一〇-

o,

1俾㎝
1

第63図 田山遺跡12-1区

出土遺物

北1.70m以 上、深 さ0.19mを 測 るが、大半 は トレンチ外 で、北部 は撹乱 に切 られてい る。埋

土 は にぶい黄褐色砂 質土10YR5/3で 、瓦器、土 師質 土器、1の 土 師質管状土錘 が出土 した。

中世 期の土坑 であ る。

(2)13-1区(第60・64～66図)

調査 区 は田山遺跡 の南部 に位 置す る。調

査 区 に2.5m×3.5mの トレンチ を設定 し調

査 を実施 した。

基 本層 序 は第1層 盛土 、第2層 耕作土 、

第3層 にぶい黄色砂 質土2Y6/4、 第4層 灰

オ リー ブ色砂 質土5Y6/2、 第5層 黄褐 色粘

土10YR5/6で 、第5層 は地 山であ る。地 山

は地表面か ら約 一1.90mで 検 出 した。

遺物 は第3層 か ら瓦器 、土 師質真蛸壺 、

第4層 か ら土師質土器、製塩土器が 出土 した。

時代 はいずれ も中世期 と思 われ る。1は 奈

第64図 田山遺跡13-1区 トレンチ位置図
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第65図 田 山遺 跡13-1区 トレ ン チ平 面 ・断 面 図

良時代 の製塩土器 口縁部 で第4層 か ら出土 した。

遺構 は第4層 上面で土坑 の一部 を検 出 したが、大 半 は トレン

チ外 である。埋土 は灰色砂 質土7.5Y5/1で 、遺物 は出土 しなかっ

たが、 中世期 の遺構 と思 われる。 第66図 田山遺跡13-1区
出土遺物
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第12節 貝掛範囲外

(1)13-1区(第67・68図)

調査 区は貝掛 遺跡 の西約100m、 箱作今 池遺跡 の東約200mに 位置 し、北へ約100mで 大 阪

湾 の海岸線 に至 る。

当地 は埋蔵文化財 包蔵地 では ないが、周 辺 での調査例 が ない ため、試掘調査 を実施 した。

調査 区 に2ヶ 所 の トレンチ を設定 し、合 わせ て7.44㎡ の調査 を実施 した。

基本層序 は第1層 耕作 土、第2層 床土、第3層 橙色粘土7.5YR6/6の 地山であ った。 地山面

は地表面 か ら約 一〇.45mで 確認 した。

いず れの トレンチか らも遺物 は出土せず 、遺構 も検 出 されなか った。

第67図 貝掛範囲外 調査区位置図 第68図 貝掛範囲外13-1区 トレンチ位置図
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第2章 ま とめ

今年度 も例 年同様 に小規模 な調査 が多数 を占めたが、それ らの内4件 は本調査へ と繋が り、

阪南市 の歴史 に新 たな手がか りを得 る こ とがで きた。

尾崎清水遺跡 は阪南市域で も縄文土器が出土す る数少 ない遺跡である。今 回、実施 した12-1

区か らも中世期 の包含層 か らではあ るが、縄 文土器深鉢が 出土 している。

鳥取南遺跡13-2区 の西 に隣接す る調査 区で は、奈良時代 の土 師器蔵骨器 が ほぼ完形 で出土

してい る。今 回の調査 で も、近 世期 の鋤溝 や 中世期 の土 坑2基 の他 に、奈 良 時代 の土 坑1

基 も検 出 され、遺跡 の詳細 な性格 の解 明が予想 され る。

貝掛遺跡 で は、13-1区 の北側 の既往調査 で、金銅製耳環 、奈 良三彩 の八 曲長杯、古墳 時代

か ら奈 良時代 の製塩土器等 、特異 な遺物 が 出土 してお り、今 回の調査 で も多数 の奈 良時代 の

遺物 が出土 した ものの、遺構 と思われ る ものは検 出 されなか った。

田山東遺 跡で は昨年度 、真蛸壺焼 成土坑が数基検 出 され、その生産地で あろ うことが推 定

され、その調査 区 に隣接 す る12-8・13-1・13-2区 の調査 区 におい て も真蛸壼 は出土 した もの

の焼 成土坑 は検 出 され なか った。

発 掘調査 は、 人類祖 先の営み を知 る手段 の ひとつであ り、文字 を持 たなか った時代 に於 い

て は、唯一 の手 立てであ る。今後 も調査 の規模 にかかわ らず、 この地 に残 る未 だ知 られてい

ない事実 を地道 に掘 り起 こしてい きたい。
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ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コ ー ド
北 緯

Oノ 〃

東 経
oiii

調 査 期 間
調査面積

zm 調査原因市 町 村番 号 遺 跡
番 号

お ざき かい がん

尾 崎 海 岸
お ざき ちよう

尾 崎 町 27232 65 342141 1351431 20130312 4.50
記録保存
調 査

お ざき し みず

尾 崎 清 水
お ざき ちょう

尾 崎 町 27232 68 342137 1351445 20130304 10.14 記録保存
調 査

お ざき し みず

尾 崎 清 水
しも いで

下 出 27232 68 342137 1351450 20130528・0529 7.20 記録保存
調 査

とっ とり とっとりみなみ

鳥 取 ・鳥取 南
とっ とり

鳥 取 27232 53.55 342057 1351418 20131111・1112 2.52 記録保存
調 査

とっ とり みなみ

鳥 取 南
とっ とり

鳥 取 27232 55 342051 1351415 20131029-1101 6.53 記録保存
調 査

とっ とり みなみ

鳥 取 南
とっ とり

鳥 取 27232 55 342052 1351409 20131105-1115 28.13 記録保存
調 査

にし とっ とり

西 鳥 取
とっ とり

鳥 取 27232 56 342047 1351401 20130801.0802 6.00 記録保存
調 査

にし とっ とり

西 鳥 取
とっ とり

鳥 取 27232 56 342044 1351357 20130822～0827 40.80 記録保存
調 査

むかい で

向 出
じ ねん だ

自 然 田 27232 43 342050 1351532 20130423・0424 3.25 記録保存
調 査

じ ねん だ

自 然 田
じ ねん だ

自 然 田 27232 35 342018 1351529 20130515・0516 4.20 記録保存
調 査

かい かけ

貝 掛
カ㍉・ が ナ

貝 掛 27232 19 342031 1351336 20131118～1121 19.71
記録保存
調 査

はこ つくり いま いけ

箱 作 今 池
はこ つ くり

箱 作 27232 24 342022 1351303 20130308 3.25 記録保存
調 査

はこ つくり いま いけ

箱 作 今 池
はこ つ くり

箱 作 27232 24 342023 1351302 20130318 12.80
記録保存
調 査

はこ つくり いま いけ

箱 作 今 池
はこ つ くり

箱 作 27232 24 342018 1351247 20131125.1126 3.12 記録保存
調 査

た やま ひがし

田 山 東
はこ つ くり

箱 作 27232 58 34.2013 1351232 20130306・0307 4.32
記録保存
調 査

た やま ひがし

田 山 東
はこ つ くり

箱 作 27232 58 342015 1351229 20130520・0521 2.86
記録保存
調 査

た やま ひがし

田 山 東
はこ つ くり

箱 作 27232 58 342013 1351230 20130603・0604 4.25 記録保存
調 査

た やま ひがし

田 山 東
はこ つ くり

箱 作 27232 58 342015 1351237 20130812・0813 4.05
記録保存
調 査

た やま ひがし

田 山 東
はこ つ くり

箱 作 27232 58 342010 1351232 20130912・0913 3.60 記録保存
調 査

た やま

田 山
はこ つ くり

箱 作 27232 22 342007 1351226 20130314・0315 4.20
記録保存
調 査

た や ま

田 山
はこ つ くり

箱 作 27232 22 342002 1351225 20130612・0613 8.75 記録保存
調 査

かい かけ はん い がい

貝 掛 範 囲 外
カ㍉、 が ナ

貝 掛 27232 一 342027 1351323 20130610・0611 7.44
試 掘 ・
確認調査
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所収遺跡名 種 別 主 な時代

i

主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

尾 崎 海 岸 生産遺跡 近世期 土師質真蛸壺 、陶器、近世瓦、砥石

尾 崎 清 水 散布地 中世期 ピ ッ ト
サヌカイ ト片、縄文土器、須恵器、黒色土
器、瓦器、土師質土器、製塩土器、土師質
真蛸壺、土師質飯蛸壺、中世瓦

尾 崎 清 水 散布地

鳥 取 ・鳥 取 南 散布地 土師質土器

鳥 取 南 散布地 中世期 溝
土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、土師

質土器、製塩土器、土師質真蛸壷

鳥 取 南 散布地
奈良時代～
近世期

溝、土坑
弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、
瓦器、土師質土器、製塩土器、土師質真
蛸壷、スサ入 り焼土塊

西 鳥 取 散布地
中世期～
近世期

溝 土師質土器、土師質真蛸壺、土師質管状
土錘、磁器

西 鳥 取 散布地 近世期 陶器、磁器、湊焼

向 出 散布地 中世期 須恵器、黒色土器、土師質土器

自 然 田 散布地 溝 、 ピ ッ ト

貝 掛 集落跡 中世期
土師器、須恵器、瓦器、土師質土器、製
塩土器、片岩

箱 作 今 池 散布地、
生産集落

箱 作 今 池
散布地、
生産集落

箱 作 今 池
散布地、
生産集落

平安時代～
中世期

土坑
サヌ カイ ト片、土師器、須恵器、黒色土
器、瓦器、土師質土器、製塩土器、土師

質管状土錘

田 山 東 散布地
中世期～
近世期

ピット、落ち込み
瓦器、土師質土器、白磁 、瓦質土器、土
師質真蛸壺、陶器、中世瓦、片岩

田 山 東 散布地
中世期～
近世期 落ち込み

瓦器、土師質土器、瓦質土器、土師質真
蛸壺、陶器

田 山 東 散布地 中世期
瓦器、土師質土器、瓦質土器、スサ入 り
焼土塊

田 山 東 散布地 中世期 土師質土器、土師質真蛸壷、土師質管状
土錘、中世瓦

田 山 東 散布地 奈良時代～
中世期

土師器、須恵器、瓦器、土師質土器、土

師質真蛸壺

田 山 集落跡
奈良時代～

中世期
土坑 須恵器、瓦器、土師質土器、土師質管状

土錘

田 山 集落跡 中世期 土坑 瓦器、土師質土器、製塩土器、土師質真
蛸壺

貝 掛 範 囲 外
1
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図

版

1

尾崎海 岸遺跡12-4区

トレンチ全景(南 よ り)

尾崎清水遺跡12-1区

1ト レンチ全景(西 よ り)

尾 崎清 水遺跡12-1区

2ト レンチ全景(東 よ り)



尾 崎清水遺跡13-1区

トレンチ全景(北 よ り)

鳥取 ・鳥取南遺跡13-1区

トレンチ全景(西 よ り)

鳥取南遺跡13-1区

1ト レンチ全景(南 よ り)

図

版

2



鳥取南遺跡13-1区

2ト レンチ全景(北 よ り)

鳥取南遺跡13-1区

3ト レンチ全景(西 よ り)

鳥取南遺跡13-2区

1ト レンチ全景(北 よ り)

図

版

3



鳥取南遺跡13-2区

2ト レンチ全景(東 よ り)

鳥取 南遺跡13-2区

3ト レンチ全景(南 よ り)

鳥取南 遺跡13-72区

4ト レンチ西側断面
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図

版
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鳥取 南遺跡13-2区

5ト レンチ全景(西 よ り)

鳥取南遺跡13-2区

6ト レンチ全景(南 よ り)

鳥取南遺跡13-2区

7ト レンチ全景(北 よ り)

_<. 図

版

5



鳥取 南遺跡13-2区

8ト レンチ全景(西 よ り)

図

6

西鳥取遺跡13-1区

トレンチ全景(北 よ り)

西鳥 取遺跡13-2区

1ト レンチ全景(東 よ り)



図

版

7

西鳥取遺跡13-2区

2ト レンチ全景(南 よ り)

西鳥取遺跡13-2区

3ト レンチ全景(南 よ り)

西鳥取遺跡13-2区

4ト レンチ全景(南 よ り)



西鳥取遺跡13-2区

5ト レンチ全景(北 よ り)

向 出遺跡13-1区

トレンチ全景(南 よ り)

自然 田遺跡13-1区

トレンチ全景(南 よ り)

図

版

8



図

9

貝掛遺跡13-2区

1ト レンチ西側断面

貝掛遺跡13-2区

2ト レンチ全景(南 よ り)

貝掛遺跡13-2区

3ト レンチ北側断面



貝 掛遺 跡13-2区

4ト レンチ全景(北 よ り)

貝掛遺跡13-2区

5ト レンチ全景(東 よ り)

貝掛遺跡13-2区

6ト レンチ全景(南 よ り)

図

版

10



貝掛遺跡13-2区

7ト レンチ全景(北 よ り)

図

版

11

箱作今池遺跡12-4区

トレンチ全景(北 よ り)

箱作今池遺跡12-5区

1ト レンチ全景(北 よ り)



箱作今 池遺跡12-5区

2ト レンチ全景(東 よ り)

箱作今 池遺跡12-5区

3ト レンチ全景(北 よ り)

箱作今池遺跡13-1区

トレンチ全景(東 よ り)



戰 ⊆ 図

版

13

田山東遺跡12-8区

トレンチ全景(北 よ り)

田山東遺跡13-1区

トレンチ東側 断面
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田山東遺跡13-3区

トレンチ全景(東 よ り)

田山東遺跡13-4区

トレンチ全景(南 よ り)

田山遺跡12-1区

トレンチ全景(北 よ り)



田山遺跡13-1区

トレンチ全景(東 よ り)
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貝掛範囲外13-1区

1ト レンチ全景(西 よ り)

貝掛範 囲外13-1区

2ト レンチ全景(西 よ り)
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尾崎海岸遺跡12-4区 出土遺物

尾 崎清水遺跡12-1区 出土遺物

鳥取南遺 跡13-1区 出土遺物

鳥取南遺跡13-2区 出土遺物

西鳥取遺跡13-1区 出土遺物 向出遺跡13-1区 出土遺物

貝 掛遺跡13-2区 出土遺物 箱作今池遺跡13-1区 出土遺物
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田山東遺跡12-8区 出土遺物

11

田山東遺跡12-8区 出土遺物

毛

田山東遺跡13-1区 出土遺物

田山東遺跡13-1区 出土遺物

田山東遺跡13-3区 出土遺物

田山東遺跡13-4区 出土遺物

田山遺跡12-1区

出土遺物

田山遺跡13-1区

出土遺物



阪南市埋蔵文化財報告52

阪南市埋蔵文化財発掘調査概要31

2014年3月

発 行:阪 南 市教育委員 会 生涯学習部

生 涯 学 習 推 進 室

大 阪 府 阪 南 市 尾 崎 町35の1

印刷者:株 式会社 帯 谷 印 刷 所


